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東通村には各地区で古くから大切にされてきた泉や湧き水が存在し、村教育委員会資料によると、

村内には４８の湧水があるとされ、環境省の湧水保全ポータルサイトに登録されています。

今回は、その中の１つとして、上田代地区の小目名沢地内にある湧き水「湯
よ じ ゃ

沢の薬
やく

師
し

様
さま

」をご紹介

します！

この湧き水は、集落の中心部から、旧蒲野沢道路である山道を西側へ８００ｍほど進んだ先に位置し、

杉の木が立ち並ぶ土手を下りたところに、薬
やく

師
し

小
しょうし

祠があり、中には“薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

”と刻まれた石碑が祀

られています。

薬師様は“目の神様”として信仰され、そのすぐ裏手にある落
らく

葉
よう

樹
じゅ

ハクウンボクの根元から湧き出

る水を「湯
よ じ ゃ

沢の薬
やく

師
し

様
さま

」と呼び「この湧き水は薬師様の霊
れい

泉
せん

で大変ありがたい」と古くから地域の方々

に親しまれてきました。

上田代地区では、今でもお堂の管理、供物やオシトギ餅を捧げて、安全祈願、拝礼をしてこの湧き

水を大切に守っています。
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